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最新医療を知ろう ！

この数年間でアトピー性皮膚炎
の治療は大きく進歩！
この数年間でアトピー性皮膚炎
の治療は大きく進歩！

令和7年を迎えるにあたり、新年のご挨拶を申し上げます。
昨年は、1月1日の午後、石川県能登地方を震源とする地震が発生し、石川、富山、新潟、
など広い範囲で津波も発生、死者は４００人を超えるという痛ましい災害がありました。逆
にコロナはどうなったのかと思う程、この1年は報道されることも無くなりました。これら
の経験から、新年を迎えるにあたり皆様にお願いしたいことが一つございます。それは人生
会議です。
我々は、COVID-19の猛威を経験した中で、発症すると突然重症化する事例がある一方、
発症後軽快するまで1週間以上かかる事例や、軽快せずに徐々に重篤化し残念ながら救命で
きない事例も経験しました。また、能登地方の地震のように、突然に日常生活が奪われ、場
合によっては人生の終焉を迎えることもあることを実感させられました。地震による災害死
もCOVID-19感染症による重症化も、ある意味交通事故のように予期せず突然我々の身に降
りかかります。意識のある状態で、自分の命の残り時間を突然、嫌でも意識する瞬間に出会
うことも有るわけです。そんな時、どのようなことが気がかりで不安なのか、家族に知って
おいてもらいたかったこと、伝えておきたかったことは何か、自分の考えを誰かに知ってお
いてもらいたかった、どのような治療を望むのか、あるいは望まないのかしっかり家族に伝
えておけば良かったと思うに違いありません。
ここ数年、私は稲敷メデイカルコントロール協議会の活動の中で、救急隊の活動を検証し
ています。心肺停止状態で救急要請をされた場合、救急隊員はご家族に特定行為という救
命のための処置を行って良いか了解を取ります。この時、一番大切なことはご本人の意思
です。新春を迎え、この一年元気で健康でありますようにと誰もが願うと思いますが、もし
もの場合に自分はどうしてほしいのか、心肺蘇生を望んでいないのか最善の治療を希望する
のかなど、ご家族が自分の意思を救急隊や我々医療スタッフに正確に伝えることができるよ
う、元気な時にこそ、ご家族や親しいご友人と、人生会議という話し合いを行ってそれを何
らかの形で記録に残しておくことをお願いしたいと思います。
今年も、地域における医療、保健、福祉を支援しますという当院の基本方針にのっとり、
高齢化が著しい当地域の医療ニーズにあった高齢者救急医療を通して、地域の皆さまに貢献
し、地域の皆さまからの信頼を得られますよう全力を尽くします。引き続き、どうぞよろし
くお願いいたします。

病院長　柳田 国夫
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日本外科学会　専門医・指導医・代議員

日本消化器外科学会　専門医・指導医・消化器がん外科治療認定医

日本消化器病学会　専門医・指導医・評議員・関東支部評議員

日本消化器内視鏡学会　専門医・指導医・関東支部評議員

日本肝胆膵外科学会　高度技能指導医・評議員

日本胆道学会　指導医・評議員・理事／日本膵臓学会　指導医・評議員

日本癌治療学会　代議員／日本臨床外科学会　評議員

日本外科系連合学会　評議員・Fellow会員・理事

日本腹部救急医学会　腹部救急教育医・腹部救急認定医・評議員・理事

日本食道学会　食道科認定医
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茨城医療センター眼科は、茨城県南
部の眼科医療を支える中核施設として
最新の医療を提供すべく努力していま
す。薬物治療としては、加齢黄斑変性、
糖尿病網膜症、ぶどう膜炎、角膜潰瘍、
視神経疾患といった様々な疾患に対応
しています。外科的治療としては先進
的な眼科手術を実施し、難治性白内障、
網膜硝子体疾患、緑内障、角膜疾患、結
膜疾患、眼瞼下垂、眼腫瘍といった様々
な疾患に対応しています。さらに茨城
医療センター眼科は令和4年4月から日
本専門医機構の眼科基幹施設に認定さ
れており、専攻医の教育にも力を入れ
ています。
茨城医療センター眼科は大学病院と
しての研究面にも力をいれており、研
究成果は英文誌に多くの論文が掲載さ

れています。まず医産工連携による先
進的網膜画像解析技術の開発では多
くの研究成果をあげています。その
中で多機能光干渉断層計の臨床応用
については筑波大学Computational 
Optics Group（安野嘉晃教授）と共同
で最先端の研究を実施しています。さ
らにサイトカイン研究では、主に糖尿
病網膜症や網膜静脈閉塞症に伴う黄
斑浮腫患者を対象に、治療の際、眼内
液を採取し、様々な眼内生理活性因子
濃度を解析する臨床研究を実施して
います。
これからも茨城医療センター眼科
は地域医療の中核および研究教育機
関として全力を尽くします。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

眼科の現状について眼科の現状について
職場探訪
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〒300-0395
茨城県稲敷郡阿見町中央3-20-1
TEL：029-887-1161（代）
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